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【手続補正1】

　【補正対象書類名】　特許請求の範囲

　【補正対象項目名】　全文

　【補正方法】　　　　変更

　【補正の内容】

　　【書類名】特許請求の範囲

　　【請求項１】

　薬理学的に有効な量の下記の構造を有する化合物または医薬上許容可能されるその塩と

、少なくとも１つの免疫抑制剤とを含む、ウイルス感染を治療するための医薬組成物であ

って、前記ウイルス感染は、アデノウイルス、オルソポックスウイルス、ＨＩＶ、Ｂ型肝

炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルス、サイトメガロウイルス、単純ヘルペスウイルス１型、単

純ヘルペスウイルス２型又はパピローマウイルス感染である、医薬組成物。

　　【化１】

　　【請求項２】

　前記免疫抑制剤は、シクロスポリンである、請求項１に記載の医薬組成物。
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　　【請求項３】

　前記免疫抑制剤は、ＦＫ－５０６である、請求項１に記載の医薬組成物。

　　【請求項４】

　前記免疫抑制剤は、ラパマイシンである、請求項１に記載の医薬組成物。

　　【請求項５】

　前記化合物及び前記免疫抑制剤は、医薬上許容される担体中で組み合わせて、または交

互に投与される、請求項１に記載の医薬組成物。

　　【請求項６】

　前記化合物及び前記免疫抑制剤は、経口、局所および非経口投与から選択された同一も
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しくは相違する経路によって投与される、請求項１に記載の医薬組成物。

　　【請求項７】

　前記ウイルス感染は、アデノウイルス感染である、請求項１に記載の医薬組成物。

　　【請求項８】

　前記ウイルス感染は、ＨＩＶ、Ｂ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルス、サイトメガロウ

イルス、単純ヘルペスウイルス１型、単純ヘルペスウイルス２型又はパピローマウイルス

感染である、請求項１に記載の医薬組成物。

　　【請求項９】

　前記ウイルス感染は、大痘瘡（variola major）、小痘瘡（variola minor）、ワクシニ

ア、天然痘、牛痘、ラクダ痘、マウス痘、ウサギ痘およびサル痘からなる群から選択され

るオルソポックスウイルス感染である、請求項１に記載の医薬組成物。

　　【請求項１０】

　アデノウイルス、オルソポックスウイルス、ＨＩＶ、Ｂ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイ

ルス、サイトメガロウイルス、単純ヘルペスウイルス１型、単純ヘルペスウイルス２型及

びパピローマウイルス感染から選択されるウイルス感染を治療するための薬剤の製造にお

ける、有効量の下記の構造を有する化合物または医薬上許容されるその塩の、免疫抑制剤

と組み合わせた、または交互の使用。

　　【化２】



　　【請求項１１】

　前記免疫抑制剤は、シクロスポリンである、請求項１０に記載の使用。

　　【請求項１２】

　前記免疫抑制剤は、ＦＫ－５０６である、請求項１０に記載の使用。

　　【請求項１３】

　前記免疫抑制剤は、ラパマイシンである、請求項１０に記載の使用。

　　【請求項１４】

　前記ウイルス感染は、アデノウイルス感染である、請求項１０に記載の使用。

　　【請求項１５】

　前記ウイルス感染は、ＨＩＶ、Ｂ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルス、サイトメガロウ

イルス、単純ヘルペスウイルス１型、単純ヘルペスウイルス２型又はパピローマウイルス

感染である、請求項１０に記載の使用。

　　【請求項１６】

　前記ウイルス感染は、大痘瘡、小痘瘡、ワクシニア、天然痘、牛痘、ラクダ痘、マウス

痘、ウサギ痘およびサル痘からなる群から選択されるオルソポックスウイルス感染である

、請求項１０に記載の使用。

　　【請求項１７】

　前記化合物は免疫抑制剤と組み合わせて投与される、請求項１０に記載の使用。

　　【請求項１８】
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　前記化合物は免疫抑制剤とともに連続的に投与される、請求項１０に記載の使用。

　　【請求項１９】

　前記化合物は免疫抑制剤の投与前に又は免疫抑制剤の投与に続いて投与される、請求項

１０に記載の使用。

　　【請求項２０】

　前記化合物は免疫抑制剤とともに繰り返して投与される、請求項１０に記載の使用。
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　　【請求項２１】

　前記化合物は経口投与される、請求項１０に記載の使用。

　　【請求項２２】

　前記化合物は０．００１ｍｇ／ｋｇ～２０００ｍｇ／ｋｇの用量で投与される、請求項

１０に記載の使用。

　　【請求項２３】

　前記化合物は１ｍｇ～５００ｍｇの用量で投与される、請求項１０に記載の使用。

　　【請求項２４】

　前記化合物は１０ｍｇ～５００ｍｇの用量で投与される、請求項２３に記載の使用。

　　【請求項２５】

　前記化合物は５ｍｇ／ｋｇの用量で投与される、請求項２２に記載の使用。

　　【請求項２６】

　前記化合物は２０ｍｇ／ｋｇの用量で投与される、請求項２２に記載の使用。

　　【請求項２７】

　前記化合物は３０ｍｇ／ｋｇの用量で投与される、請求項２２に記載の使用。

　　【請求項２８】

　前記化合物は３５ｍｇ／ｋｇの用量で投与される、請求項２２に記載の使用。

　　【請求項２９】

　医薬上有効量の下記の構造を有する化合物またはその医薬上許容されるその塩と、少な

くとも一つの免疫抑制剤とを含む、ウイルス感染を治療するための医薬組成物であって、

　前記ウイルス感染は、インフルエンザ、ペスチウイルス、古典的ブタ熱ウイルス、ヒツ

ジのボーダー病ウイルス、フラビウイルス、黄熱病ウイルス、西ナイルウイルス、日本脳

炎ウイルス、水疱－帯状疱疹ウイルス、ヒトヘルペスウイルス６型、エプスタイン－バー

ウイルス、ヘルペス６型、ヘルペス８型、伝染性軟属腫ウイルス、ＳＩＶ、ＨＩＶ－１、

ＨＩＶ－２またはエボラウイルス感染である、医薬組成物。

　　【化３】

　　【請求項３０】

　前記ウイルス感染は、アブセットアローブ（Ａｂｓｅｔｔａｒｏｖ）、アルフイ（Ａｌ

ｆｕｙ）、アポイ（Ａｐｏｉ）、アロア（Ａｒｏａ）、バガザ（Ｂａｇａｚａ）、バンジ
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（Ｂａｎｚｉ）、ボウボウ（Ｂｏｕｂｏｕｉ）、ブスクアラ（Ｂｕｓｓｕｑｕａｒａ）、

カシパコール（Ｃａｃｉｐａｃｏｒｅ）、カーレー島（Ｃａｒｅｙ Ｉｓｌａｎｄ）、ダ
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カーコウモリ（Ｄａｋａｒ ｂａｔ）、デング（Ｄｅｎｇｕｅ）１型、デング２型、デン

グ３型、デング４型、エッジヒル（Ｅｄｇｅ Ｈｉｌｌ）、エンテベコウモリ（Ｅｎｔｅ

ｂｂｅ ｂａｔ）、ガジェット・ガリー（Ｇａｄｇｅｔｓ Ｇｕｌｌｙ）、ハンザローバ（

Ｈａｎｚａｌｏｖａ）、ハイパア（Ｈｙｐｒ）、イレウス、イスラエルシチメンチョウ髄

膜脳炎、日本脳炎、ジュグラ（Ｊｕｇｒａ）、ジュチアパ（Ｊｕｔｉａｐａ）、カダム（

Ｋａｄａｍ）、カルシー（Ｋａｒｓｈｉ）、ケドーゴー（Ｋｅｄｏｕｇｏｕ）、ココベラ

、Ｋｏｕｔａｎｇｏ、クムリンゲ（Ｋｕｍｌｉｎｇｅ）、クンジン（Ｋｕｎｊｉｎ）、キ

ャサヌール森林病（Ｋｙａｓａｎｕｒ Ｆｏｒｅｓｔ ｄｉｓｅａｓｅ）、Ｌａｎｇａｔ、

跳躍病、Ｍｅａｂａｎ、Ｍｏｄｏｃ、モンタナミオチス白質脳炎、マレー渓谷脳炎、Ｎａ

ｒａｎｊａｌ、Ｎｅｇｉｓｈｉ、Ｎｔａｙａ、オムスク出血熱、プノンペンコウモリ、ポ

ワッサン（Ｐｏｗａｓｓａｎ）、リオ・ブラボー（Ｒｉｏ Ｂｒａｖｏ）、ロシオ（Ｒｏ

ｃｉｏ）、ロイヤルファーム、ロシア春夏脳炎、サボヤ（Ｓａｂｏｙａ）、セントルイス

脳炎、Ｓａｌ Ｖｉｅｊａ、サン・ペリータ（Ｓａｎ Ｐｅｒｌｉｔａ）、Ｓａｕｍａｒｅ

ｚ Ｒｅｅｆ、セピック（Ｓｅｐｉｋ）、Ｓｏｋｕｌｕｋ、スポンドウェニ（Ｓｐｏｎｄ

ｗｅｎｉ）、ストラトフォード（Ｓｔｒａｔｆｏｒｄ）、テムブス（Ｔｅｍｂｕｓｕ）、

Ｔｙｕｌｅｎｉｙ、ウガンダＳ、ウスツ（Ｕｓｕｔｕ）、ヴェッセルスブロン（Ｗｅｓｓ

ｅｌｓｂｒｏｎ）、西ナイル、ヤウンデ（Ｙａｏｕｎｄｅ）、黄熱病およびジカ（Ｚｉｋ

ａ）からなる群から選択されるフラビウイルス感染である、請求項２９に記載の医薬組成

物。

　　【請求項３１】

　ウイルス感染の治療のための医薬の製造における、効果量の下記の構造を有する化合物

または医薬上許容可能なその塩と、免疫抑制剤と組み合わせた又は交互の使用であって、

　前記ウイルス感染は、インフルエンザ、ペスチウイルス、古典的ブタ熱ウイルス、ヒツ

ジのボーダー病ウイルス、フラビウイルス、黄熱病ウイルス、西ナイルウイルス、日本脳

炎ウイルス、水疱－帯状疱疹ウイルス、ヒトヘルペスウイルス６型、エプスタイン－バー

ウイルス、ヘルペス６型、ヘルペス８型、伝染性軟属腫ウイルス、ＳＩＶ、ＨＩＶ－１、

ＨＩＶ－２またはエボラウイルス感染である、使用。

　　【化４】
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